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１．はじめに 

耐久性の向上や機能の向上を目的として SMA（Stone Mastic 

Asphalt）が用いられるようになってきている。しかし、SMA は

締固め度の違いにより、性状が大きく変化するため、配合ばか

りでなく施工状態を考慮に入れた検討が必要である。筆者らは、

これまでに SMA の橋面舗装への適用を検討してきた 1)。 

 また、橋面舗装では、図-1 に示すように舗装表面と床版から

の放熱により舗装体の温度低下が早期に生じ、混合物の締固め

不足を引き起こすと考えられる。 

 そこで本研究では、アスファルト混合物の転圧温度が低下して

も目標の締固め度が得られる方法として注目されている中温化技

術を用いて検討を行ったのでこれを報告する。 

２．混合物配合  

 本検討では、これまでの研究成果から、SMA 混合物の骨材配合

を変化させると締固めやすさが異なることが分かっている 2)。こ

れに中温化技術を用いた場合に、締固め度がどのように変化する

かを検討するため、表-1 に示すような混合物配合を用いた。 

使用した骨材は、粗骨材に６号、７号砕石を用い、細骨材には

細砂と砕砂を使用した。粒度分布は骨材配合の 2.36mm フルイ通過

量に着目し、この２種類の配合を検討した。 

また、十分な水密性と耐久性を得るために植物繊維の添加量

は 0.5％としてアスファルト量を増やすように考慮した。 

 締固め温度の異なる SMA 混合物を作製する場合は、最適混合

温度で練混ぜを行ったのちモールドに投入した。その後、乾燥

機で２時間養生を行い、混合物の温度を確認して締固めを行っ

た。 

３．中温化による温度低下の検討 

（１）マーシャル供試体による締固め結果 

配合 A、配合 Bについて中温化剤を添加したマーシャル供試

体と無添加のマーシャル供試体で締固め試験を行った。その結

果を図-2 に示す。配合 A については、無添加のマーシャル供

試体より中温化剤を添加したほうが全体的に締固め効率が良

くなっている事が分かる。 

また、配合 Bでは、無添加状態での締固め度が高いため中温 
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配合A 配合B
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2. 36 20.3 27.4
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0. 3 13.8 16.3

0. 15 11.5 12.2

0. 075 8.5 8.6
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表-1　SMAの配合
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図-1 SMAの放熱のイメージ

図-2 マーシャル供試体試験結果 
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化剤の効果が現れにくいが、締固め温度が 130℃程度から締固め

度の改善が見られた。 

 中温化を行った配合 A,B を比較すると、無添加の時より締固め

度の差が小さくなっており、中温化の効果が配合 Aで高くなった。 

 これは、中温化剤はアスファルト量に対して添加するため、ア

スファルト量の多い配合 Aが、中温化剤の効果を大きくしたと考

えられる。 

（２）ジャイレトリ試験による締固め結果 

 現場の締固め機構に近いジャイレトリ試験機を用いて締固め

度の検討を行った。SMA の密度は空中重量をジャイレトリ試験で

得られる高さから求めた容積で除した値を用いた。 

 まず、SMA の配合による締固め度の違いを検討した結果を図-3

に示す。配合 Aよりも配合 Bがジャイレトリ試験でも締固めやす

いことが分かった。 

次に、配合 B に中温化を行い、締固めを行った結果を図-4 に

示す。無添加の SMA の場合は、160℃と 80℃で締固め曲線に差が

あるが中温化した場合は、同じ締固め曲線となり、同じ転圧エネ

ルギで締固められることが分かった。 

（３）加圧透水試験結果 

 SMA の締固め度が低下すると、その影響は水密性に大きく関わ

ってくると考えられるため、加圧透水試験を実施して中温化によ

る効果を確認した。加圧透水試験の結果を表-2,3 に示す。なお

透水係数は、一般的に使用される 1×10-7以下を目標として試験

を行った。 

 配合 A は、無添加の場合に水密性が得られる締固め温度が 150℃以上で

あったのに対し、中温化を行うと 100℃以上の締固め温度で水密性が得ら

れた。また、配合 Bでは、中温化を行うと 90℃以上で水密性が確保出来る

という結果が得られた。 

 中温化することにより、最適締固め温度より低温側で締固め度が良くな

り、水密性も向上することが分かった。 

４．まとめ 

 これらの結果をまとめると以下のとおりである。 

・ 中温化を行うことにより低温での SMA の締固め度は大きくすることが

出来る。 

・ SMA の低温での締固め度の向上を考えた場合、混合物性状に影響を与え

ない程度にアスファルト量を多くして、中温化すればよいと考えられ

る。 
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締固め温度 無添加 中温化

150 不透水 不透水

140 2.2×10
-6 不透水

130 5.4×10-6 不透水

120 5.0×10-6 不透水

110 2.1×10
-5 不透水

100 3.2×10-5 不透水

90 - 1.6×10-5

80 - 3.4×10
-5

締固め温度 無添加 中温化

100 不透水 不透水

90 - 不透水

80 - 8.6×10-5

配合A

配合B

表-2　配合Aの加圧透水試験結果

表-3　配合Bの加圧透水試験結果
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図-4 配合 Bの中温化試験結果 
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図-3 旋回回数と締固め度の関係
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